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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月7日(2015.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２種類以上のマンガン酸化物を含み、マンガン原子の平均価数（Ｚ１）が３≦Ｚ１＜４
であるマンガン原料を得る工程を備える、マンガン酸リチウムの製造方法。
【請求項２】
　マンガン酸リチウムにおけるマンガン原子の平均価数（Ｚ２）に対する、前記マンガン
原料におけるマンガン原子の平均価数（Ｚ１）の比（Ｚ３）が、８０≦Ｚ３≦１００であ
る、請求項１に記載のマンガン酸リチウムの製造方法。
【請求項３】
　前記マンガン原料が、ＭｎＯ2、Ｍｎ2Ｏ3、Ｍｎ3Ｏ4およびＭｎＯからなる群から選ば
れる少なくとも２種類の前記マンガン酸化物を含む、請求項１または２に記載のマンガン
酸リチウムの製造方法。
【請求項４】
　前記マンガン原料がＭｎＯ2およびＭｎ3Ｏ4の前記マンガン酸化物からなり、前記マン
ガン原料を構成するＭｎＯ2およびＭｎ3Ｏ4の合計質量に対するＭｎＯ2の質量の比（百分
率）が２５～５０質量％である、請求項１～３のいずれか１項に記載のマンガン酸リチウ
ムの製造方法。
【請求項５】
　下記式（Ｉ）で表されるマンガン酸リチウムが得られる、請求項１～４のいずれか１項
に記載のマンガン酸リチウムの製造方法。
　式（Ｉ）：Ｌｉ（x+y）Ｍｎ（2-y-p-q）Ｍ1

pＭ
2
qＯ（4-a）

　ただし、式（Ｉ）において、Ｍ1はＮｉ、Ｃｏ、Ｍｇ、Ｆｅ、Ｔｉ、ＡｌおよびＣｒか
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らなる群から選ばれる少なくとも１つの元素であり、Ｍ2はＢ、Ｐ、Ｐｂ、Ｓ、Ｓｂ、Ｓ
ｉおよびＶからなる群から選ばれる少なくとも１つの元素であり、１．０≦ｘ≦２．０、
０≦ｙ≦０．２、０＜２－ｙ－ｐ－ｑ、０≦ｐ≦１．０、０≦ｑ≦１．０、０≦ａ≦１．
０である。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の製造方法によってマンガン酸リチウムを得た後、
それを用いて正極活物質を得る、正極活物質の製造方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の製造方法によって正極活物質を得た後、それを用いてリチウムイオン
二次電池用正極を得る、リチウムイオン二次電池用正極の製造方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の製造方法によってリチウムイオン二次電池用正極を得た後、そのリチ
ウムイオン二次電池用正極と、負極と、電解液とを用いてリチウムイオン二次電池を得る
、リチウムイオン二次電池の製造方法。
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